
平成２５年度接続料原価に係る災害特別損失の詳細について

ＮＴＴ東日本の平成２３年度決算に計上された災害特別損失

うち電気通信事業に係るもの

うち第一種指定電気通信設備管理部門費用に相当するもの

平成２３年度第３・４四半期決算に特別利益として
計上した見積もり差額（約０．９億円）を除いたもの

12,645百万円 12,563百万円 10,211百万円 10,125百万円

建物等共通的費用の附帯事業相当分を除外
公衆電話の無料化に伴う費用等利用
部門費用に相当するものを除外

平成２２年度
期末決算

平成２３年度
期末決算

特別損失
特別利益

特別損失
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

被災設備の

除却損・撤去費
用

津波等により被災した機械設備（所内装置・電力装置等）、
線路設備（ケーブル・電柱等）、土木設備（管路・マンホー
ル等）、建物の除却損及び撤去費用

89億円 43億円 0.9億円 7億円

旧設備に係わ
る減価償却費

交換局の高台移転等に伴う機械設備（所内装置・電力装
置等）、線路設備（ケーブル・電柱等）、建物の加速償却

－ － － 2億円

応急復旧・
原状復旧

電柱立替え、ケーブル張替え・たわみ調整等の応急復旧
に係る費用、建物等の現状復旧に係る費用

37億円 － － 50億円

人的・物的支援
の経費

支援物資、運搬、応援部隊の派遣、建物点検・復旧検討、
災害見舞金、物品の滅失損等の費用

20億円 － － 42億円

合計 147億円 43億円 102億円

（参考）平成２４年度
第３四半期決算

特別利益 特別損失※

－ 9億円

－ 10億円

－ 15億円

－ 0億円

－ 35億円

災害特別損失・特別利益の内訳（第一種指定電気通信設備管理部門費用に相当するもの）

平成２３年度決算に計上された災害特別損失と接続料原価に算入された災害特別損失の関係

※ 電気通信事業に係るものであり、第一種指定電気通信設備管理部門費用に相当するもの以外も含む。
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